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［スケジュール］

［大会名］第 3 1回全日本アマチュア修斗選手権大会  ［日時］2 0 2 5年 1 0月5日（日） ［会場］小田原アリーナ  神奈川県小田原市中曽根 2 6 3

［主催］（一社）日本修斗協会  全日本選手権実行委員会  ［特別協賛］株式会社イサミ・フィットネスショップ・L I M I T E S T

［ 諸 注 意 ］

◎選手の皆さんへ

●ウォーミングアップは許可されたスペースをお使いください。当日、小田原
アリーナでは他の催事が開催されています。会場外はもちろん、アリーナ以外
でのウォーミングアップは禁止します。

●必ず上着を着て移動してください。一般利用者の方も多くいらっしゃいます。
ご迷惑にならないよう心がけてください。

●会場は毎年お借りしている会場です。綺麗に使って、また来年もお貸し
頂けるように皆様のご協力宜しくお願い致します。

会場は来た時よりも奇麗にしてお返ししたいと考えております。選手、ジム関係
者の皆様はもちろん、観覧の皆様にもご協力をお願い申し上げます。

（一社）日本修斗協会　全日本選手権実行委員会

◎観覧の皆さんへ

●大会進行は選手を中心に行なって参ります。2F観覧席は選手控えにも
   なります。選手優先でご利用頂きますようご協力お願い致します。

●飲食は観覧席にてお願い致します。1Fアリーナでの飲食は選手の水分補給
   以外はお控えください。なお、ゴミは各自持ち帰りでお願い致します。

●撤収作業は皆様のご協力をお願い致します。

09：00 開場／選手受付開始
09：10 計量・医事検査開始
10：10 計量・医事検査終了
10：30 一般入場開始
10：40 開会式／試合進行に関する説明、質疑応答
11：00 試合開始  1回戦（4分1ラウンド） A1～15、B1～15

 休憩（約10分）
12：40 1回戦ー2回戦（4分1ラウンド） A16～30、B16～30

 休憩（約10分）
14：20 2回戦ー準決勝（4分1ラウンド） A31～44、B31～43

 休憩（約10分）
16：10 決勝（3分2ラウンド 延長2分） A45～A54

18：00 全試合終了
18：10 閉会式
18：50 全工程終了

※時間はあくまで目安です。
 諸事情により予定通りに進行しない場合があります。
※全選手、写真撮影があります。
 大会中、お手隙の時間に撮影スペースにて撮影をよろしくお願いいたします。



ご 挨 拶

作家
夢枕獏

インターナショナル修斗コミッションコミッショナー

一般社団法人日本修斗協会  会長　佐藤信義

本日は、第31回全日本アマチュア修斗選手権大

会に足をお運びいただきまして、誠に有難う御

座います。野球の大谷選手、サッカーの久保選

手、ボクシングの井上選手をはじめ、世界のス

ポーツ界で日本人が大活躍しております。総合

格闘技でも修斗出身の平良達郎選手がUFCで

大活躍していますが、平良選手の総合格闘技の

始まりはアマチュア修斗でした。本日の全日本

アマチュア修斗選手権大会に出場する選手に

は、修斗の理念である「打・投・極の回転」を体

現し、全身全霊、正々堂々の闘いをしてくれるこ

とを望みます。そうする事で、きっと未来の大選

手への道の第一歩が踏み出せる事でしょう。

最後になりましたが、本大会の開催に尽力され

た佐藤ルミナ理事長をはじめ全日本選手権実

行委員会の皆様、関係各位、ご協賛頂きました

皆様、そして修斗を愛し応援してくれています

ファンの皆様、全ての方々に深甚なる敬意を表

すとともに、本日出場いたします全選手の皆様

のご健闘をお祈り申し上げます。

USA修斗協会代表／佐山聡認定最高修士

中村頼永
日本修斗協会  アマチュア修斗委員会  委員長

佐藤ルミナ
香港修斗代表

ユン・カ・ワイ

第3 1回全日本アマチュア修斗選手権大会に

ご来場頂いた皆様、誠にありがとうございます。

修斗は近代総合格闘競技の元祖です。しかし

それは、一つの格闘技の流派ではなく〝ルール〟

です。私は創始者・佐山聡先生から創設当時の

ルール内で有効で且つ普遍的な技術をたくさ

ん教わり今でもそれらを後進に指導しています

が、それは佐山聡流修斗。選手の皆さんは現行〝

ルール〟内であればどんな格闘技や武術の技

を駆使しても良いのです。修斗は〝ルール＝

競技〟ですからね。しかしその勝負の中に修斗

創始者の理念の一つ〝勝って驕らず負けて

腐らず〟が体現されていれば最高です。本大会

に尽力された全てのスタッフ、及び関係者に

感謝致します。押忍。

近年は、アマチュアの舞台でもビギナーが参加

しやすい大会が全国各地で開催され、競技の

裾野はますます広がっています。さらに今年は、

新たなプロシリーズ「Lemino修斗」も始動し、

プロとして活躍する場も確実に増えてきました。

今日の大会の結果を受け、プロへ進む選手も

多いことでしょう。そういった選手たちの目標と

なる舞台を提供し続けることも、私たちの大き

な役割です。MMAを趣味として続ける人から

世界を目指す人まで、すべての基礎となる場を

守り育て、この競技をさらに高いステージに

引き上げ、社会に根付かせるため努力を続けて

まいります。本大会が選手・関係者・観客の皆様

にとってかけがえのない経験となることを願い、

すべての挑戦者に心からエールを送ります。

例年通り、香港修斗協会は今年も数名の選手を

全日本選手権に送り込みます！長い年月を経て、

昨年ようやく香港の選手が再び全日本選手権で

メダルを獲得しました。これは、全日本選手権の

レベルがいかに高いかを示す証です。

日本の地区王者や海外の王者であっても、それ

はあくまで出場の切符を手にしたにすぎませ

ん。全日本王者になるためには、最高の力を発

揮し、他のトップファイターたちを打ち破らなけ

ればならないのです。

しかし、その厳しさこそが選手たちを惹きつけ、

夢中にさせ、犠牲を払ってでも挑戦し続ける理

由なのです。このような貴重な舞台を与えてく

ださる日本修斗協会に、心より感謝申し上げま

す。ありがとうございます！

全日本アマ修斗優勝経験のある平良達郎が

現在はＵＦＣのベルトを狙える位置にまで登って

きている。それは近い将来実現するであろうと

ぼくは思っている。アマ修斗は、もちろんプロ

の養成機関ではないが、このような道筋も、

その先にあるのである。プロを目指さず、生涯

アマチュアとして、あるいは健康を目的として、

修斗を学んでゆくこともできる。修斗の源流

をたどれば、プロレスラーのタイガーマスク

佐山サトル氏にたどり着くのは周知のことだが、

あれから数十年、修斗は、実によい社会的

ポジションを得た。格闘技の歴史をみてゆく

とき、そうそうあることではない。アマ修斗は、

この競技の根幹であり、まだまだ大きく発展

してゆく伸びしろもある。楽しみなことである。



佐藤ルミナも泣いた！
Lemino修斗オープニング映像から
修斗41年の歴史の縦糸を読み解く

　9月2日、後楽園ホールで、T HE  BLACKBELT  JAPAN（T BJ）が

プロデュースするプロ修斗の新シリーズ「Lemino修斗」がスタートした。

TBJ沖縄の松根良太会長は旧称のTheパラエストラ沖縄時代から沖縄で

12回、プロ修斗の大会を開催し、教え子の平良達郎もデビュー当時に出場

していた。平良はその後、修斗世界フライ級王座を獲得し、現在はUFCの

トップランカーとして活躍している。

　冠スポンサーはなんとN T Tドコモ。大会の模様はドコモの映像配信

サービス「Lemino」で独占生配信された。ドコモは平良のスポンサーで、

Leminoは「Lemino BOXING」と題し2年前から井上尚弥の試合を配信

している。平良も井上もドコモ出資のマネジメント会社に所属しているため、

Lemino修斗はLemino BOXINGのMMA版と言えるかもしれない。

　日本の総合格闘技史において、ドコモ規模の大手優良企業がスポンサー

につくことは前例になく、近年の経済・社会状況を含めて考えれば異例だ。

修斗が世界でも先駆的に総合格闘技のスポーツ競技化を追及し、その道を

ブレずに貫いてきたことに対する、ドコモからの信用の現れと言えよう。

　その修斗の歴史は、Lemino修斗の発表記者会見と大会の冒頭で流さ

れた修斗の紹介VTRに凝縮されていた。VTRの冒頭には平良が登場し

「修斗は昔からあり、世界で戦う選手をたくさん輩出してきた団体です。

子供達が見て修斗のチャンピオンを目指す、そういった団体であってほしい

と僕は思います」と語る。続けて音楽が流れ「NTT DOCOMO Presents」

と文字が出て「斗（たたか）いを修める 崇高なる理念と共に」というキャッチ

コピーと「修斗 since 1984」との文字が現れる。

　このあとは修斗史に残る重要な試合や主要選手の写真が次々と登場

する。9 5年のヒクソン・グレイシー対中井祐樹からはじまり、9 9年の

宇野薫と佐藤ルミナの初対決の写真が登場し、続けて桜井“マッハ”速人、

五味隆典、松根良太、山本“KID”徳郁が登場する。「幾多の戦士たちが

紡いできた熱狂の軌跡」というキャッチコピーの後、川尻達也、堀口恭司、

扇久保博正、斎藤裕、岡田遼、平良の姿が現れる。もちろん写真は長尾迪

オフィシャルカメラマン撮影による修斗時代のものだ。

　そして「2025 未来に続く魂の継承今、新たな闘いの幕が上がる」との

キャッチコピーが表示された後、再び平良が登場し「世界で最初に始まった

総合格闘技イベントが修斗です。その歴史を大切にしながらも、新たな

道を進む修斗にとても期待しています」と話し、最後は平良の写真と

ケージがコラージュされたL e m i n o修斗9月2日後楽園ホール大会の

イメージ画像で締めくくられる。

　この映像が7月の記者会見で上映された際、登壇した日本修斗協会

理事長の佐藤ルミナは「感慨深くて涙ぐんでしまいました。非常に長い

こと修斗をやってきたなと」と目頭を押さえながら語り「日本を代表する

一流企業のNTTドコモさんがサポートしてくれて、非常に心強いパートナー

を得たと感慨深い思いです。それも修斗は佐山聡先生が作って、その理想

に共感して集まった人たちが紡いできて、競技としてMMAを発展させた

おかげだと思います。そこを理解していただき、サポートしていただけた

と思っております。MMAは世界でも日本でも浸透しましたが、サッカーや

ボクシングやレスリングや野球に比べ、競技としての認知度はまだまだです。

NTTドコモさんに協力いただいて、MMAの競技としての正常な発展につな

がればいいなと思っています。お子さんがやってみたい、親御さんが子供

に習わせたいと思うような、ちゃんとしたスポーツにしたいです」と述べた。

　修斗の紹介映像は約90秒のコンパクトな内容で、一人一人の選手に

ついての紹介は省かれていたが、選手を知る人たちにとっては、一つ一つ

のキャッチコピーと平良のメッセージにより、その思い入れが増幅され、

そのあふれる思いがルミナの涙を誘ったのだろう。

　1984年、佐山聡が修斗を創設。93年にUFCが初開催され、出場選手の中

で一番小柄だったホイス・グレイシーが全試合一本勝ちでトーナメントで優勝

し「なんでもあり」でのブラジリアン柔術の有効性が示され、修斗も大変革を

迫られる。94年と95年、修斗は「VALE TUDO JAPAN OPEN（VTJ）」を

開催し「なんでもあり」に近いルールでトーナメントを行う。初代修斗ウェル

ター級（70kg）王者の中井祐樹は95年大会に出場し、決勝に進むが、ホイスの

兄・ヒクソンの裸絞めで一本負けする。1回戦で戦ったジェラルド・ゴルドーの

サミングにより中井は右目を失明し、修斗引退を余儀なくされ柔術に専念する。

97年にパラエストラ東京（旧称パレストラ東京）を設立し、その弟子がTBJの

鶴屋浩会長で、さらにその弟子にあたるのが松根で、松根が故郷沖縄に戻って

育てたのが平良だ。そして今、平良がUFCの頂点に肉薄するポジションにいる。

そういった歴史の縦糸も、Lemino修斗の映像から読み取ることができる。

　一方、プロ修斗自体も第1回VTJの頃からパウンドを解禁し、試合時間

も3分5Rから5分3Rに変わるなど、現行ルールに近い形に少しずつ改正

される。アマ修斗においても、第1回VTJの1か月前、第1回の全日本選手権

が開催され、ルミナが上位入賞した。96年の第3回ではマッハが決勝で

宇野を破り優勝。彼らがプロデビューすると、当時のストリートカルチャー

ともフィットし、修斗は新たなファンを獲得し、人気を高めると共に、選手層

も次第に厚くなる。99年の宇野とルミナの初対決は幅広く注目を浴び、

彼らに憧れた次世代のスターとして、五味や川尻やKIDが台頭し、PRIDE・

K-1・HERO'Sの舞台で人気を博す。

　その後の堀口・扇久保ら以降の、今も活躍する世代の説明はもう不要

だろう。そんな長い時間をかけて紡がれた修斗の歴史において、忘れて

ならないのは、Lemino修斗の映像に登場した日本の選手たちは、アマ

チュア修斗から育ってプロとして羽ばたいたことだ。今日、小田原の地で

競い合った選手たちの中からも、10年後・20年後に修斗を紹介する映像に

登場する選手が現れるかもしれない。（文中敬称略）

text by 井原芳徳（BOUTREVIEW.com）



A05

A08

A28

A07

A40

A06

A27

A01

A04

A26

A03

A39

A02

A25

優勝
A50

①県名 /所属  ②年齢  ③身長  ④アマ戦績  ⑤本年度地区選手権入賞歴

小松  葵羅
コマツ キラ

①千葉 / T H E  B L A C K  B E L T  
JAPAN ②18歳 ③163cm ④2戦
2勝 ⑤関西優勝

田中  優輝
タナカ ユウキ

①兵庫/総合格闘技道場rel iable 
②33歳 ③170cm ④2W1L ⑤四
国優勝／関西3位

室山  大河
ムロヤマ タイガ

①正道会館菱川道場  ②32歳  ③
163cm ④なし ⑤なし

冨田  健太朗
トミタ ケンタロウ

①岡山/正道会館菱川道場 ②15歳 
③163cm ④なし ⑤ジュニア全日
本 優勝

高橋  知己
タカハシ トモキ

①神奈川/RISING SUN ②27歳 
③167cm ④1W1L ⑤関東 出場

竹下  里宏
タケシタ ノリヒロ

①福岡/MMA Rangers Gym ②
23歳 ③163cm ④1W1L ⑤九州 
反則負け

簀戸  時歩
スド トキホ

①大阪/修斗GYM大阪 ②19歳 ③
159cm ④1W2L ⑤関西 ベスト4

寺田  琉空
テラダ リク

①青森/T-Pleasure ②23歳  ③
165cm ④1W ⑤なし

松田  愛翔
マツダ アイト

①鹿児島/Volcano柔術&MMA ②
16歳 ③165cm ④2W1L ⑤九州
2位

山口  蓮
ヤマグチ レン

①鹿児島/赤崎道場A-SPIRIT ②
18歳 ③169cm ④1W（1TKO） 
⑤なし

中込  帆稀
ナカゴミ ホマレ

①山梨/FourRhombus ②16歳 
③155cm ④なし ⑤なし

堀澤  義紀
ホリザワ ヨシノリ

①山口/有永道場team Resolve 
②46歳 ③156cm ④1W2L ⑤中
国2位

花澤  結心
ハナザワ ユウシン

①神奈川/RISING SUN ②22歳 
③170cm ④2W ⑤関東優勝

藤田  光世
フジタ コウセイ

①大阪/パラエストラ天満 ②20歳 
③168cm ④なし ⑤全国空手 準
優勝

駒沢  伊月
コマザワ イツキ

①新潟 / S A I - G Y M  ②18歳  ③
162cm ④1W1L1D ⑤北信越 初
戦敗退

髙井  悠人
タカイ ユウト

①福岡/MMA Rangers Gym ②
18歳 ③166cm ④3W ⑤九州優
勝

STRAW WEIGHT
ストロー級  52.2kg以下（-115lb）16名出場



A13

A16

A32

A15

A42

A14

A31

A09

A12

A30

A11

A41

A10

A29

優勝
A52

補欠

漆田  大和
ウルシダ ヤマト

①埼玉/パラエストラ小岩 ②16歳 
③176cm ④3W1L ⑤なし

玉城  悠
タマシロ ユウ

①沖縄 / T H E  B L A C K  B E L T  
J A P A N  N A H A  ② 1 9歳  ③
167cm ④7W1L ⑤沖縄優勝／
中国優勝／九州3位

柴山  藍
シバヤマ ラン

①福岡 /柔術&MMAアカデミー
G- face  ②22歳  ③175cm ④
4W2L ⑤四国3位／中国3位

大月 宣樹
オオツキ ヨシキ

①大阪/総合格闘技道場コブラ会 
②33歳 ③161cm ④1W2L ⑤な
し

内藤  優
ナイトウ スグル

①山梨/FourRhombus ②29歳 
③162cm ④3W ⑤東海2位

荒谷  輝
アラヤ ヒカル

①神奈川/HAGANE GYM ②18
歳 ③163cm ④3W2L ⑤北信越
3位／関東2位

Yip Man Chung
イップ・マンチョン

①香港 :推薦枠 / S h o o t o  g y m  
Hong Kong ②19歳 ③173cm 
④1W ⑤香港優勝

工藤  優真
クドウ ユウマ

①静岡 / R O O T S  ② 2 2歳  ③
162cm ④3W ⑤東海優勝

脇  輝男
ワキ テルオ

①山口 / M A S T E R  J A P A N  
YAMAGUCHI UBE ②41歳 ③
166cm ④4W1L ⑤九州優勝

小林  楓真
コバヤシ フウマ

① 長 野 / 飛 翔 塾  ② 2 1 歳  ③
175cm ④2W1L ⑤北信越2位

安藤  紘平
アンドウ コウヘイ

①東京/パラエストラ小岩 ②24歳 
③167cm ④5W1L ⑤東海3位

中島  瑞貴
ナカジマ ミズキ

①宮城 / A L M A  F I G H T  G Y M  
SHUKO ②20歳  ③166cm ④
2W ⑤東北優勝

堤  成矢
ツツミ セイヤ

①福岡 / M A S T E R  J A P A N  
FUKUOKA ②33歳  ③169cm 
④4W2L ⑤関東優勝／九州3位

田村  晃
タムラ アキラ

①愛媛/パラエストラ愛媛 ②21歳 
③163cm ④2W1L ⑤四国2位

松浦  竜之介
マツウラ リュウノスケ

①沖縄 / T H E  B L A C K  B E L T  
J A P A N  N A H A  ② 2 1歳  ③
156cm ④4W2L ⑤沖縄2位／九
州2位

伊藤  琥大郎
イトウ コタロウ

①兵庫/総合格闘技道場rel iable 
②17歳 ③160cm ④6W ⑤関西
優勝／四国優勝

藤岡  黎
フジオカ レン

①徳島/MMA Zジム ②23歳  ③
165cm ④2W4L ⑤なし

FLY WEIGHT
フライ級  56.7kg以下（-125lb）16名出場／補欠1名

①県名 /所属  ②年齢  ③身長  ④アマ戦績  ⑤本年度地区選手権入賞歴



A21

A24

A36

A23

A44

A22

A35

A17

A20

A34

A19

A43

A18

A33

優勝
A54

堀  雄太
ホリ ユウタ

①東京 /TRIBE TOKYO MMA 
②23歳 ③173cm ④5W1L ⑤関
東優勝

吉永  光輝
ヨシナガ コウキ

①奈良 / M 3 A  F I T  ②2 3歳  ③
173cm ④8W1L ⑤関西優勝／
東海優勝

村上  晄乃進
ムラカミ アキノシン

①神奈川/RISING SUN ②18歳 
③167cm ④2W1L ⑤なし

今村  要
イマムラ カナメ

①福岡 /柔術&MMAアカデミー
G- face  ②19歳  ③167cm ④
2W2L ⑤四国3位

Tse Sheung Chi Brian
ツェ・シャンチー・ブライアン

①香港 :推薦枠/ Core Combat 
Hong Kong ②20歳 ③170cm
前後 ④6W5L ⑤香港優勝

横田  一歩
ヨコタ カズホ

①宮城 / A L M A  F I G H T  G Y M  
SHUKO ②25歳  ③168cm ④
2W1L ⑤なし

深水  小鉄
フカミ コテツ

①埼玉 /総合格闘技道場STF ②
23歳 ③160cm ④4W ⑤中国優
勝

石原  大空
イシハラ タカラ

①岐阜/パラエストラ岐阜 ②23歳 
③167cm ④4W1L ⑤東海優勝

村泉  空
ムライズミ ソラ

①高知 /総合格闘技実業団トップ
ティア  ② 2 6歳  ③ 1 6 5 c m  ④
5W1L ⑤四国優勝

澁谷  大樹
シブヤ ダイキ

① 長 野 / 飛 翔 塾  ② 2 1 歳  ③
168cm ④3W1L ⑤北信越2位

松本  雄斗
マツモト ユウト

①福岡/BLAITE八女 ②28歳 ③
170cm ④3W1L ⑤九州2位

赤木  紘平
アカギ コウヘイ

①福岡 / L I B R E  ② 1 7歳  ③
172cm ④4W ⑤九州優勝

高橋  雄大
タカハシ ユウダイ

①新潟/ピロクテテス新潟 ②25歳 
③163cm ④5W ⑤北信越優勝

鈴木  賛市朗
スズキ サンシロウ

①新潟 / S A I - G Y M  ②2 1歳  ③
174cm ④4W1L ⑤信越3位

濱野  惺琉
ハマノ セイル

①北海道 /ELEVEN ②19歳  ③
163cm ④2W ⑤北海道優勝

親盛  拓己
オヤモリ タクミ

①沖縄 / T H E  B L A C K  B E L T  
J A P A N  N A H A  ② 3 1歳  ③
167cm ④2W1L ⑤沖縄優勝／
九州3位

BANTAM WEIGHT
バンタム級  61.2kg以下（-135lb）16名出場

①県名 /所属  ②年齢  ③身長  ④アマ戦績  ⑤本年度地区選手権入賞歴



B05

B08

B26

B07

B39

B06

B25

B01

B04

B24

B03

B38

B02

B23

優勝
A49

補欠1位

補欠2位

B13

B16

B30

B15

B41

B14

B29

B09

B12

B28

B11

B40

B10

B27

優勝
A51

補欠1位

松本  大翔
マツモト ハルト

①大阪 / B L O W S  ② 2 0歳  ③
171cm ④4W ⑤関西優勝

鴻巣  敏彦
コウノス トシヒコ

①福岡/CARPEDIEM福岡 ②27
歳 ③170cm ④4W ⑤北信越優
勝／東北優勝

高島  脩
タカシマ シュウ

①神奈川 / R O O T S  ②18歳  ③
178cm ④3W2L ⑤北信越3位／
東海3位

遠藤  尊
エンドウ タケル

①千葉 / T H E  B L A C K  B E L T  
J A P A N  C H I B A  ② 2 3歳  ③
165cm ④2W1L ⑤なし

西村  良太
ニシムラ リョウタ

①岡山/正道会館菱川道場  ②25
歳 ③176cm ④4W2L ⑤関西2
位

松田  拳哉
マツダ ケイヤ

①宮城 / A L M A  F I G H T  G Y M  
SHUKO ②24歳  ③176cm ④
2W2L ⑤北信越3位／東北2位

倉冨  立聖
クラトミ リュウセイ

①岐阜 / C o n c i l i o  ②2 1歳  ③
171cm ④4W2L ⑤なし

一ツ氏  竜聖
ヒトツウジ リュウセイ

①大分/BLOWS OITA LIFE ②
23歳  ③165cm ④2W ⑤沖縄
優勝

養老  颯也
ヨウロウ ソウヤ

①北海道/HLCGYM ②19歳  ③
176cm ④2W ⑤なし

小島  亮介
コジマ リョウスケ

①東京 /リバーサ ルジム新宿
Me,We ②26歳  ③168cm ④
3W1L ⑤関東2位

浅野  瞬
アサノ シュン

①新潟 / S A I - G Y M  ②2 3歳  ③
173cm ④2W1L1D ⑤北信越
2位

加瀬  拓宏
カセ タケヒロ

①沖縄 / T H E  B L A C K  B E L T  
J A P A N  N A H A  ② 3 0歳  ③
175cm ④5W3L ⑤沖縄2位／九
州2位／中国2位

田中  滉太郎
タナカ コウタロウ

①福岡 /MMA Range rs  Gym 
②25歳  ③171cm ④4W ⑤九
州優勝

岩田  龍丸
イワタ タツマル

①和歌山 /G-FREE ②20歳  ③
174cm ④2W2L ⑤関西3位

池田  蔵ノ介
イケダ クラノスケ

①愛 媛 / H O P E  ② 1 9 歳  ③
172cm ④5W1L ⑤なし

徳永  祐也
トクナガ ユウヤ

①山口/LegLock Academy ②
24歳 ③173cm ④6W1L ⑤九州
3位／中国優勝

武田  昂大
タケダ コウダイ

①東京 /リバーサルジム東京スタ
ンドアウト ②28歳 ③179cm ④
2W2L ⑤なし

菊池  羚央
キクチ レオ

①東京/パラエストラ小岩 ②18歳 
③183cm ④3W2L ⑤なし

石川  徹晟
イシカワ テッセイ

①岡山/ゼロ戦クラブ ②18歳  ③
176cm ④3W1L ⑤関西優勝／
四国2位

谷川  渉
タニガワ ショウ

①広島 / B U R S T  ② 2 0歳  ③
174cm ④5W ⑤中国優勝／四
国優勝

前泊  煌
マエドマリ コウ

①神奈川/RISING SUN ②20歳 
③177cm ④2W1L ⑤関東3位

上野  鷹臣
ウエノ タカオミ

①愛媛/パラエストラ愛媛 ②18歳 
③176cm ④1W1L ⑤四国3位

福田  侑飛
フクダ ユウシ

①福岡 /Lotus福岡古賀道場  ②
27歳 ③175cm ④2W1L ⑤九州
2位

惟村  公郁
コレムラ マサフミ

①東京/トライデントジム ②34歳 
③173cm ④3W2L ⑤なし

農坂  大和
ノウサカ ヤマト

①福岡 /誠流会館  ② 1 6歳  ③
178cm ④2W1L ⑤沖縄優勝

田中  翔馬
タナカ ショウマ

①岐阜/パラエストラ岐阜 ②27歳 
③172cm ④3W ⑤東海優勝

中川  涼
ナカガワ リョウ

①青森/パラエストラ八戸 ②24歳 
③169cm ④3W ⑤東北優勝

前田  塁
マエダ ルイ

①兵庫/総合格闘技道場rel iable 
②23歳 ③180cm ④2W2L ⑤関
西3位／四国3位

松村  海青
マツムラ カイセイ

①神奈川/RISING SUN ②19歳 
③178cm ④1W1L ⑤なし

竹見  隆史郎
タケミ リュウシロウ

①熊本 /パラエストラROX ②21
歳 ③177cm ④3W ⑤九州優勝

有馬  鉄太
アリマ テッタ

①千葉 / T H E  B L A C K  B E L T  
J A P A N  C H I B A  ② 2 3歳  ③
175cm ④3W ⑤関東優勝

軸丸  准
ジクマル ジュン

① 宮 崎 / B L U E H O U S E  
MIYAZAKI ②29歳  ③175cm 
④2W1L ⑤なし

松永  凌
マツナガ リョウ

①北海道/ベラトレオ ②24歳  ③
170cm ④3W1L ⑤北海道2位

塩沼  諒太
シオヌマ リョウタ

①千葉/パラエストラ小岩 ②25歳 
③174cm ④4W ⑤北信越優勝
／北海道優勝

林  大輝
ハヤシ タイキ

①福岡/DESTINY JIU-JITSU ②
27歳 ③176cm ④0W1L ⑤なし

LIGHT WEIGHT
ライト級  70.3kg以下（-155lb）16名出場／補欠1名

FEATHER WEIGHT
フェザー級  65.8kg以下（-145lb）16名出場／補欠2名

①県名 /所属  ②年齢  ③身長  ④アマ戦績  ⑤本年度地区選手権入賞歴



B34

B21

B43

B20

B33

B19

B32

B18

B42

B17

B31

優勝
A53

中西  敦也
ナカニシ アツヤ

①和歌山 / A S H  ② 2 7歳  ③
168cm ④2W ⑤関西優勝

齋藤  蓮
サイトウ レン

① 山 形 / S R C  ② 2 6 歳  ③
180.9cm ④2W2L ⑤北信越優
勝／東北優勝

加賀  裕章
カガ ヒロアキ

①北海道/ベラトレオ ②34歳  ③
180cm ④なし ⑤なし

竹内  豊
タケウチ ユタカ

①東京/トライデントジム ②28歳 
③179cm ④1W1L ⑤東海2位

田口  雅浩
タグチ マサヒロ

①福岡/赤崎道場A-SPIRIT ②44
歳 ③172cm ④1W ⑤九州優勝

山本  和貴
ヤマモト カズキ

①山口 /毛利道場  ② 2 8歳  ③
183cm ④1W2L ⑤中国2位

岡崎  彩季
オカザキ サイキ

①岡山/ゼロ戦クラブ ②24歳  ③
176cm ④2W ⑤なし

並木  翔太
ナミキ ショウタ

①神奈川/RISING SUN ②21歳 
③180cm ④1W0L1D ⑤なし

掛水  力
カケミズ リキ

①愛媛/LittleGiantGym ②24歳 
③171cm ④2W1L ⑤四国2位

平野  棋薪
ヒラノ キシン

①千葉 / T H E  B L A C K  B E L T  
J A P A N  C H I B A  ② 2 4歳  ③
168cm ④0W1L1D ⑤なし

梅村  曜平
ウメムラ ヨウヘイ

①愛知/ISHITSUNA MMA ②21
歳 ③175cm ④2W ⑤東海優勝

山田  昇泰
ヤマダ ノブヤス

①千葉 / T H E  B L A C K  B E L T  
J A P A N  C H I B A  ② 3 0歳  ③
176cm ④1W1L ⑤関東2位

三宅  翔大
ミヤケ ショウタ

①岡山/ゼロ戦クラブ水島支部 ②
27歳 ③180cm ④2W1L ⑤中国
優勝

WELTER WEIGHT
ウェルター級  77.1kg以下（-170lb）13名出場

①県名 /所属  ②年齢  ③身長  ④アマ戦績  ⑤本年度地区選手権入賞歴



A38A37
優勝
A47

B36

B22

B35 優勝
A48

板  棟加通
イタ ムネカツ

①北海道/ノースキングスジム ②
50歳 ③178cm ④なし ⑤なし

荘司  英寿
ショウジ エイト

①三重 / C o n c i l i o  ②2 4歳  ③
184cm ④1W ⑤東海優勝

川井  弘太
カワイ コウタ

①山梨/FourRhombus ②27歳 
③185cm ④0W1L ⑤なし

佐藤  広大
サトウ コウダイ

①広島 / B U R S T  ② 3 6歳  ③
175cm ④なし ⑤なし

MIDDLE WEIGHT
ミドル級  83.9kg以下（-185lb）5名出場

①県名 /所属  ②年齢  ③身長  ④アマ戦績  ⑤本年度地区選手権入賞歴

野澤  エディ
ノザワ エディ

①埼玉 /TRIBE TOKYO MMA 
②16歳 ③183cm ④1W ⑤東海
優勝

大畑  昭博
オオハタ アキヒロ

① 宮 崎 / B L U E H O U S E  
MIYAZAKI ②46歳  ③182cm 
④2W ⑤九州優勝

村井  祐太
ムライ ユウタ

①大阪/総合格闘技道場コブラ会
E A S T  ②2 5歳  ③1 8 0 c m  ④
1W1L ⑤関西優勝

足立  光弘
アダチ ミツヒロ

①沖縄 / T H E  B L A C K  B E L T  
J A P A N  K O Z A  ② 2 5歳  ③
180cm ④なし ⑤なし

Lung Tak Yeung
ルン・タック・ヨン

①香港 :推薦枠 / Shoo to  Gy m 
Hong Kong②29歳  ③180cm 
④なし ⑤香港2位

LIGHT HEAVY WEIGHT
ライトヘビー級  93.0kg以下（-205lb）4名出場



B37
優勝
A46

優勝
A45

①県名 /所属  ②年齢  ③身長  ④アマ戦績  ⑤本年度地区選手権入賞歴

樋田  智子
ヒダ トモコ

①福岡/CARPEDIEM福岡 ②41
歳 ③165cm ④なし ⑤なし

翠川  百華
ミドリカワ モモカ

①埼玉 /TRIBE TOKYO MMA 
②17歳 ③152cm ④0W1L ⑤な
し

石栗  小春
イシクリ コハル

①北海道/ARMS GYM ②23歳  
③167cm ④なし ⑤なし

WOMEN'S ATOM WEIGHT
女子アトム級  47.6kg以下（-105lb）2名出場

兵頭  亜瑠
ヒョウドウ アル

①アメリカ:推薦枠 /MANO J IU 
JITSU ②19 ③162 ④なし ⑤なし

本村  結
モトムラ ユイ

①福岡/CARPEDIEM福岡 ②33
歳 ③155cm ④なし ⑤なし

WOMEN'S STRAW WEIGHT
女子ストロー級  52.2kg以下（-115lb）3名出場






